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１ 

 

 
 
 

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
沖
縄
振
興
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 
内
閣
府
の
平
成
三
十
一
年
度
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
に
必
要
な
経
費
」
に
お
い
て
、
沖

縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
設
置
目
的
で
あ
る
「
沖
縄
の
振
興
と
自
立
的
発
展
」
へ
の
寄
与
に
関
す
る
成
果

目
標
を
示
し
て
い
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
の
同
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
「
事
業
の
成
果

（
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
寄
与
）
を
、
評
価
・
検
証
す
る
手
法
を
検
討
す
べ
き
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
検
討
状
況
及
び
検
討
の
結
果
得
ら
れ
た
評
価
・
検
討
手
法
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

財
務
省
の
令
和
元
年
度
予
算
執
行
調
査
（
令
和
元
年
六
月
）
で
は
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
教
員
一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
国
の
運
営

費
補
助
金
だ
け
で
約
二
億
六
千
八
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
国
内
外
の
大
学
と
比
較
し
て
著
し
く
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
お
け
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
十
％
論
文
・
Ｔ
Ｏ
Ｐ
一
％
論
文
の
一
論
文
当
た
り
の
運
営
費
は
そ
れ
ぞ
れ
四
億
九
千
万

円
、
二
十
六
億
八
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
国
内
の
他
大
学
よ
り
も
高
い
コ
ス
ト
水
準
と
な
っ
て
い
る
」
旨
を
指
摘
し
、
Ｏ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
に
お
け
る
高
コ
ス
ト
構
造
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
①
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
教
員
一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
及
び
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
お
け
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
十
％
論
文
・

Ｔ
Ｏ
Ｐ
一
％
論
文
の
一
論
文
当
た
り
の
運
営
費
の
水
準
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
及
び
②
財
務
省
の
指
摘
へ
の
対
応
方
針
を



 

２ 

 

示
さ
れ
た
い
。 

三 
財
務
省
の
令
和
元
年
度
予
算
執
行
調
査
（
令
和
元
年
六
月
）
で
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
お
け
る
外
部
資
金
の
獲
得
状
況
に
つ
い

て
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
目
標
値
（
「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
枠
組
み
文
書
Ⅱ
」
（
平
成
二
十
六
年
七
月
）
に
お
け
る
将
来
の

外
部
資
金
推
計
額
）
に
達
し
て
お
ら
ず
差
額
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
総
収
入
に
対
す
る
外
部
資
金
の

割
合
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
大
学
と
比
較
し
て
著
し
く
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
」
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が
教

育
研
究
機
関
と
し
て
の
競
争
力
を
高
め
、
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、
国
の
補
助
金
の
み
に
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
外
部
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
外
部
資
金

の
獲
得
を
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
に
対
す
る
評
価
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
部
資
金
の
獲
得
が
促
進
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ

る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

財
務
省
の
令
和
元
年
度
予
算
執
行
調
査
（
令
和
元
年
六
月
）
で
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
業
務
実
績
報
告
（
平
成
二
十
九
年
度
）

の
前
提
と
な
る
自
己
評
価
結
果
に
つ
い
て
、
「
全
評
価
項
目
の
約
九
十
五
％
が
Ａ
以
上
の
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
平

成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
で
は
、
四
十
項
目
の
指
標
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
数
値
目
標
は
全
く
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ど
の
よ
う
に
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 



 

３ 

 

 
 

こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
事
業
計
画
に
お
い
て
、
具
体
的
で
定
量
的
な
数
値
目
標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
客
観
的
な
業
務
実
績
の
評
価
を
行
う
た
め
、
自
己
評
価
で
は
な
く

外
部
の
第
三
者
評
価
を
導
入
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
あ
わ
せ
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
設
置
に
よ
る
沖
縄
県
経
済
へ
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
、
①
研
究
開
発
に
よ
る
効
果
、
②
教
員
・
学
生
等
大
学

関
係
者
の
居
住
・
消
費
等
に
よ
る
効
果
、
③
雇
用
効
果
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
別
に
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
効
果
を
示
さ
れ

た
い
。 

六 

沖
縄
の
新
産
業
の
創
出
及
び
地
場
産
業
の
高
度
化
に
関
し
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
①
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
新
産
業
創
出
の

実
績
、
②
沖
縄
の
重
点
産
業
分
野
（
観
光
、
情
報
通
信
産
業
）
と
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
が
連
携
し
た
開
発
研
究
の
実
績
、
③
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
が
誘
致
活
動
に
寄
与
し
た
沖
縄
県
へ
の
製
造
業
の
移
転
の
実
績
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。 

七 

現
時
点
に
お
け
る
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
「
沖
縄
の
振
興
と
自
立
的
発
展
」
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
、
政
府
の
評
価
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
将
来
に
お
い
て
も
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
関
連
予
算
を
沖
縄
振
興
予
算
で
支
出
す
る
こ
と
に
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
か
、
あ
わ

せ
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


